避難所被害状況チェックシート（非木造用）
	１　災害時指定職員がいない場合で、早急に施設内への避難が必要な場合は、避難所運営組織のメンバー２人以上で、危険箇所に注意しながら、このチェックシートを使って、目視による点検を行います。

２　危険と認められる場所には、張り紙をするなどして立入禁止とします。

３　このチェックシートの質問項目に関わらず、少しでも建物の状況に不安がある場合は、市災害対策本部（水防本部）へ連絡し、応急危険度判定士による判定を待ちます。

４　点検実施に際しては、安全を第一に建物が明らかに危険な場合は実施しないでください。


避難所名　　牟礼南小学校　　　　　　　　 
点検実施日時　　　月　　　日　　　時　　　分　

点検実施者名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１　次の質問の該当する項目に○をつけてください。

　（１）建物の周囲や建物全体の確認

	質　　　　　問
	該　当　項　目

	1 建物の周囲で、地すべり、がけくずれ、地割れ、噴砂・液状化などがありますか。
	Ⅰ　　な　い

Ⅱ　　あ　る

	2 隣接する建物が倒れてきそうな危険性は、ありますか。
	Ⅰ　　な　い

Ⅱ　　あ　る

	3 建物が傾いたり、沈んだりしていますか。
	Ⅰ　　な　い

Ⅱ　　あ　る

	4 外壁や柱に大きなひび割れや、亀裂が入っていませんか。
	Ⅰ　　な　い

Ⅱ　　あ　る

	5 出入り口の扉の開閉ができない箇所が複数ありますか。
	Ⅰ　　な　い

Ⅱ　　あ　る

	【判定結果】

※　全て、「Ⅰ　ない」の場合は、次頁の「（２）建物内部の確認」へ進んでください。

	※　１つでも「Ⅱ　ある」がある場合は、危険と判断され避難所として使用できません。

　　「２総合判断（１）」に定める、市災害対策本部（水防本部）への連絡をお願いします。


（２）建物内部の確認

	質　　　　　問
	該　当　項　目

	6 天井や照明器具は落下しましたか。
	Ⅰ　な　い

Ⅱ　落下しかけている

Ⅲ　落下した

	7 窓枠・窓ガラスの状況は。
	Ⅰ　ほとんど無被害

Ⅱ　歪み、ひび割れ

Ⅲ　落下の危険あり

	8 内部の柱、壁の状況は。
	Ⅰ　ほとんど無被害、目地の亀裂程度

Ⅱ　部分的なひび割れ

Ⅲ　大きなひび割れが多数あり、壁の剥離がある

	9 床の状況は。
	Ⅰ　傾斜なし

Ⅱ　わずかに傾いている

Ⅲ　大きく傾いている、陥没がある

	10 そのほか、目についた被害を記入してください。
　（例：塀が倒れた、水・ガスがもれている、家具が倒れたなど）


	

	

	

	

	


２　総合判断

	（１）Ⅲの判定がある場合は、「危険」です。

　　　施設内へは立ち入らず、市災害対策本部（水防本部）へ連絡し、他の避難所への移動等、必要な対応を検討します。

（２）Ⅱの判定がある場合は、「要注意」です。

　　　施設内へ立ち入る場合は十分注意し、市災害対策本部（水防本部）へ連絡し、専門家による応急的な補強を行う等、必要な措置を講じます。

（３）Ⅰのみの場合

　　危険箇所に注意し、施設を使用します。

このチェックシートによる判断はあくまで臨時的なものであり、市災害対策本部（水防本部）へ連絡し、できるだけ早く応急危険度判定士による判定を受けてください。

※　市災害対策本部（水防本部）ＴＥＬ　０８７-８３９-２４００
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